
宿泊山行  

  三ツ峠山
みつとうげやま

（開運山
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・御巣
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）         

 地形図   1/2.5万地図 川口湖東部 
標 高 開運山 1785ｍ 御巣鷹山 1775ｍ 

期 日 令和 7年 11 月 8 日（土）～11 月 9 日（日） 

所在地  山梨県富士河口湖町        

  参加者 27名(男性 6名・女性 21 名） 

     GCL S・Y  GSL U・M  GSL O・K  

  

 

＜1日目＞7年 11月 8日（土）曇り、時々晴れ 

新富観光 BC→平湯 IC→ 松本 IC→一宮御坂（いちのみやみさか）IC→三ツ峠登山口→ 

三ツ峠山荘→三ツ峠山→御巣鷹山→三ツ峠山荘 
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新富観光 BS 出発。 

バスの中では早くも T さんからの大学芋、A さんからの柿・イチジクの振舞

いあり。 

平湯バスターミナル 15分休憩。 

諏訪湖 SA 15分休憩。 

境川 PA 25 分準備休憩。 登山靴に履替えてザックを整える。バスの中に

て各自昼食を取る。 

林道西川新倉（にしかわあらくら）線の三ツ峠バス停着。バスを降りる。 多

少の雲はあるが青空も見える良い天気になった。紅葉はずいぶんと進んで落

ち葉も多いが、まだ楽しめる。 

1班・2班・3班で登山口を目指し、コンクリート道路を行く。 

三ツ峠登山道入口。 一般車の駐車場とトイレがある。 

トイレ休憩を終えて出発。 

登山道は幅広く車のわだちもあるが、比較的 

歩き易い。風もなく、汗をかく。 

数度の休憩を取りながら、三ツ峠山荘へ到着 

する。ここからの富士山の眺望を楽しみにし 

てきたが、 山頂には雲がかかっている。そ 

れでも皆、富士山の写真を撮り、雲の動きに 

一喜一憂している。ここで 山頂に登る前に 

集合写真を先に撮る。雲が流れきれいな富士 

山が見れた。 

紅葉の林道を歩く 
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13:10 開運山へ出発。山小屋「四季楽園」の前  

を通ると、右手に屛風岩が見える。よく

見るとロッククライミングしている人が

見える。凄い。ほぼ垂直の断崖絶壁だ。

登山道は階段を登っていく 

            13:20 あっという間に開運山山頂到着。僅かば 

かりのカラマツは黄色に染まり【三ツ峠】 

                としたためられた石碑が目を引く。その

前で集合写真を撮る。  

                               御巣鷹山への山行希望者を問うと、全員

で行くこととなる。 

 

御巣鷹山へ向けて出発。 

御巣鷹山山頂。ここでは立派な電波塔が山頂を占めており、眺望もない。小

さな木の看板【御須鷹山】が鉄柵に引っ掛けてあるだけの寂しいものであっ

た。なので早々に下山。 

三ツ峠山荘着。各自片付けやくつろぎで時間を過ごす。 

夕食。山荘手作りの揚げ物、おでん風煮物、そしてほうとう汁等。このほう

とう汁が何とも言えない美味しいものでした。 

山荘で生バンド演奏が始まる。昭和の歌謡曲メドレーで 1 時間 20 分ほどで

した。山荘の方によると、毎年この時期に呼んで演奏して頂いているとのこ

と。たまたまのタイミングで、私達は長い山荘の夜を楽しむことができまし

た。このあとリーダーより明日の予定変更伝達がある。 

なかなか寝付けずようやくウトウトとしたら、「真夜中の富士が見える」と

リーダーより案内があり、山荘外に出てみると、なんと街の灯りの上に冠雪

の富士山がすそ野を広げています。夜にこんなにクッキリと浮かんで見える

なんて、、、ご褒美をいただきました。就寝。 

 

 （No.799 T・Y） 

 

 

＜2日目＞7年 11月 9日（日）雨 

三ツ峠山荘→木無山（きなしやま）分岐→ 鉄塔→母の白滝（ははのしらたき）→河口浅

間神社（かわぐちあさまじんじゃ）→新倉富士浅間神社（あらくらふじせんげんじんじゃ）

→富士眺望の湯ゆらり・道の駅なるさわ→甲府南 IC→松本 IC→平湯 IC→新富観光 BC 

雲の合間、開運山からの富士山 
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起床。窓を開けて外を見る。予報通り、空はどんより曇っており富士山は望 

めず。同部屋のメンバーと本日の下山ルートを確認。 

朝食。温かいお味噌汁で体が目覚める。 

寒さと雨に備えた装備で、三ツ峠山荘前に集合。早朝の冷たい空気が清々し

い。記念撮影の後、1班から出発。色とりどりの合羽とザックカバーの列が 

楽しい。 

木無山分岐点到着。目指す母の白滝へ向かうコースへ下る。 

朝もやが立ち込める木立の中を落ち葉を踏みしめて歩く。気持ちのいい道だ

が、急なところもあり、落ち葉の下に隠れた石や木の枝に注意が必要。 

休憩 5分。服装を調節し、水分補給。 

林道に出る。 

黄色いゲートを通過し、整備されたなだらかな砂利 

道を進むと視界が開けて、河口湖と富士山の裾野の 

街や橋が見えてきた。紅葉も美しく、しばし撮影タ 

イム。再び、山道に入る。 

母の白滝の二つ目の道標あり。 

10分ほど進むと、倒れた道標があり“河口湖”の表 

示を今日初めてみる。高い鉄塔が見えてきた。 

休憩 5分。気温も少し高くなり、雨の心配もなさそ 

うなので、少しずつ身軽になっていく。 

四つめの道標あり。山道はまだなだらか。水の音が 

聞こえてきた。 

少しずつ道が細く急になってきて、階段も出てきた。 

小休憩。 

小さい滝が見えた。これが母の白滝か？とざわめくが看板もなく、足場が 

少し悪くなってきたので注意して下る。高い堰堤も現れた。 

赤い鳥居と小さな祠のある、さっきより大きい滝が現れる。今度こそ母の 

白滝かと思ったが、これも違うようだ。お参りしてさらに下る。この辺りま

で下ると紅葉がさらに美しくなった。 

8:26 ついに母の白滝に到着。今までとは比べものにな

らない迫力だ。落差は 30メートル近く、流れ落     

ちる水の横、岩肌にしがみつくように根を張る大     

木がそびえ立っている。赤い鳥居と赤い祠があ 

り、下山の最終地点河口浅間神社の末社の母の白 

滝神社であると説明されている。祀られている木 

花開耶姫命（このはなさくやひめのみこと）の姑神であ

る万幡豊秋津師比売命（よろずはたとよあきつしひめ

のみこと）が滝の名前の由来で、昔は富士登拝の 

天も地も晩秋の色 

滝のしぶきで心を洗う 
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前にこの滝で身を清めたそうである。班ごとに記念撮影。 

出発。 

林道に出る。一棟貸しの宿泊施設の横を通り、木のゲートを通過すると、開

けた場所に二基の赤い鳥居が並んで建っており、その向こうに見える富士山

を拝む富士山遥拝所で映えスポットらしい。林道からまた山道に入る。 

山宮に到着。各々、無事下山できたことに感謝して参拝。階段を降りた先に

赤い鳥居が二基。どうやらこの先の河口浅間神社からこの鳥居をくぐって参

拝するようだ。 

白滝林道を渡り河口浅間神社の境内に入るとすぐ山神社があり、三本の立派

なご神木に圧倒される。ご神木は他に４本あり「七本杉」と呼ばれているそ

うだ。本殿に参拝し随神門をくぐり、参道を抜け大鳥居を出る。 

神社の駐車場で荷物を整理し、靴を履き替えて待機していたバスに乗り込

む。この頃から雨が降り出した。 

全員揃ったので、下吉田駅に向け出発。 

下吉田駅到着。駅も観光スポットになっていて、たくさんの人が利用してい

るようだ。ちょうど富士急ハイランドの「NARUTO×BORUTO富士木ノ葉隠れの

里コラボ電車」を見ることができた。美しい風景のタイルアートを楽しみな

がら、雨の中、新倉富士浅間神社を目指して歩く。 

新倉富士浅間神社到着。美しい紅葉に彩られた参 

道を抜けて、大鳥居をくぐり五重塔をめざして 398 

段の「咲くや姫階段」を登る。ここが今日一番の 

難所だったのでは？と思うほどきつかった。五重 

塔は戦没者慰霊のための塔だが、この塔と富士山、 

そして春は桜、秋は紅葉、冬は雪景色を一度にカ 

メラに収められることで、海外からの旅行者に大 

バズりしているらしい。五重塔後ろの展望台から 

の景色は晴れていれば素晴らしいのだろうと想像 

し、強風に傘をあおられながら坂を下り、本殿に参拝し駅に戻る。 

下吉田駅出発。 

道の駅なるさわ到着。2 時間自由行動。隣接する入浴施設「富士眺望の湯ゆ

らり」で登山の疲れを癒す。洞窟風呂や露天風呂をゆっくり楽しんだ。道の

駅に移動し各々食事や買い物を満喫する。 

バス出発。 

諏訪 SAで長めの休憩、40分。お土産や夕飯を買い、諏訪湖を眺めながら 

ゆっくりコーヒーを飲んだ。 

出発。 

平湯バスターミナル到着。最後の休憩 20分。 

出発。 

そこにあるはず⛰富士山 
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GCL Ｓさんから挨拶。GSLＯさん、Ｕさんも順に挨拶される。 

新富観光 BC到着。解散。 

  

今回は富士山に一番近い山、足和田山に登る予定だったが、あいにくの雨予報で断念。

予定を変更するにあたり、リーダーの方々が事前にいくつか代替案を考えてくださっ

ていたとのこと。改めてその苦労とご尽力を知りました。二度目の山行参加で記録係を

依頼され、自分に務まるのかとても不安でしたが先輩方が記録の仕方や注意点、心構え

など親切に教えてくださいました。記録のために全体を見たり、一つ一つ考えたり、今

回は多くのことを学んだ山行でした。この経験を活かし、次に参加する山行でも少しず

つ成長していきたいと思います。皆様、ありがとうございました。 

（No.891 W・M） 

 

 

真夜中に 浮かび上がる富士山 


